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【コ メ ン ト】
江戸時代にお け る儀式 ・儀礼 の成立 とそ の意味





学の 「礼」である。統治の基本手段が儒学の 「礼」であったが、民衆の模範的存在として 「礼」
に則 り生きる統治者、その姿や魅力によって民衆を感化するというスタイルこそが統治の基本
的あ り方としている。白石は、この儒学の 「礼」に基づき儀式改革を進めたが、その政策は八
代将軍吉宗によって否定 され完全に葬 り去 られて しまう。 しかし、白石の希求 した 「礼」の秩




儀式 ・儀礼については、その意味を問うとい うこと、すなわち理論より行 うこと自体が重要で
あった とする。 これは同氏が 「「御威光」 と象徴 一徳川政治体制の一側面一」(『思想』740








1.徳 島 藩 と大坂 の 陣
蜂須賀家は、豊 臣秀吉に仕 えた小六正勝を中興の祖 とし、その子家政が天正13年(1585)に





藩は大坂方の守備 した二っの砦の攻略にあたる等の 目覚 しい功績をあげた。 この戦いで手柄の
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あった、稲田修理亮示植 ・同九郎兵衛植次 ・山田織部佐宗登 ・樋口内蔵助正長 ・森甚五兵衛村
重 ・同甚太夫氏純 ・岩田七左衛門政長の七人の藩士には、大御所家康 と将軍秀忠からそれぞれ
感状が発給された。藩主蜂須賀至鎮にも同 じく感状が発給され、あわせて松平姓が下賜 された。








2.由 緒 ・吉 例 と して の大 坂 の陣











蜂須賀家の 「唐冠形兜」は、同家の武器 ・武具の記録である 「御定之御武具図式」1には、
「御召領御兜唐冠」として同書の冒頭に記されている代表的な品である。現存する 「唐冠形兜」
は二領(徳 島県立博物館蔵 ・徳島市立徳島城博物館蔵)だ けであるが、吉例の具足 として徳島
藩の儀式の中に生き続けたのである。
次に大坂の陣で使用した旗 ・馬印 ・太鼓である。少々長いが、蜂須賀家文書 「草案」の 「御
籏 ・御馬印之事、附御具足被召始事」を引用する。
「一家政様御代御籏 ・御馬印之儀、如何様之御品二候哉慥二承不申候、慶長十九寅年











忠英様ニハ元和九亥年御拾三歳二而御具足被 召初、蓬庵(家 政)様 御具足
御召せ被成候旨、則 蓬庵様之御具足ヲ御用被遊候由、其後寛永六巳年御召
之御具足出来二付、正月廿 日右御具足始而被為 召候、御規式は大嶋源五右
衛門 ・山川与三左衛門二被 仰付、大坂御陣二御為持被成候御吉例之御籏 ・
御馬印、鷺ノ間御庭二張立、御陣太鼓ハ於御座敷二三四之数ヲ打、厳重之御





利用 したのだった。三代藩主光隆以降は、それ らを床の間に飾 り、まさに家宝扱い したのであ
る。












此度 より御立替被成、御吉例を正月十一 日御祝 日二御立被成事、 大猷院様(徳 川
家光)御 忌 日二付御立替
但大坂御軍功二よつて正月十一日御感状御頂戴、松平御称号御拝領二付而也
一御具足鏡ならし御祝 目之儀、去々年より向後正月十一 日二被 仰付候旨、御意二
付、稲 田九郎兵衛殿へ主水 ・豊前方より被申達候事
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承応三午年正月五 日 」4
一般的には、この 日にちの変更は承応元年(1652)に 三代将軍家光が没 し、20日 がその命 日



















平二付罷出候事二候得者 、 公辺へ懸候事二而ハ無之、私之方へ懸候事二候 」5
この史料は六代藩主宗員の頃の年中行事を記録 した もので、時代は享保期である。11日 は、
言 うまでもなく 「具足鏡開きの儀i式」の行われる日であったが、その儀i式に先行 して 「感状頂








たが、宗員が公私を区別 し 「感状頂戴の儀i式」を公儀 と関連付けて理解 しているのは、彼自身




く、より積極的に幕藩制的秩序6の装置 として意識し利用 されていることがうかがえる。そ し
て、大坂の陣をシンボライズするものこそが、この感状なのである。
3.感 状 と徳 島藩 の儀 礼








この 「感状」は、先述のとお り、参勤交代の際には黒漆塗りの感状箱に入れて必ず持参 され
たが、国元においては徳島城御殿の 「感状之間」で保管され、また江戸の藩邸においては同じ
く 「感状之問」に納められていたのである。つま り、「感状」は常に藩主とともに存在 したの
であった。
こうした 「感状」に対する取扱いは、管見の限りでは遅くとも18世 紀の初めには確認 され
る。またその目的であるが、大坂の陣での軍功の象徴 として、徳島藩の武威を対外的に示すた
めと理解 される。特に幕府 に対しては徳島藩の無類の忠誠心を具現化したものとして 厂感状」
は機能 したのである。さらに対内的には、年頭の 「感状頂戴の儀式」があるように、蜂須賀家
の年中行事に位置付けられ、恒例の行事として徳島藩の伝統として機能していたのである。
4.「 感 状 之 家 」 と幕 藩 制 的 秩 序
さて、藩主至鎮 とともに感状を給付された藩士が六家あった(感 状下賜は七人だが、稲田家
は父子のため六家)。彼 らは徳島藩の最上格の家老、あるいはそれに次ぐ中老であったが、い
ずれも加増あるいは優遇されていた。彼 らは 「感状之家」 と呼ばれ、家臣団のなかで特別視さ
れた存在であった。
「感状之家」の森甚五兵衛家と森甚太夫家は中老であ りながら 「船手役(の ち海上方)」 を世
襲 した家である。両家の先祖は、蜂須賀家政が阿波に入部 した当時、土佐泊城(鳴 門市)に 籠
もり長宗我部元親に屈 しなかった海の豪族である。蜂須賀家中の水軍 として軍功が目覚 しかっ
たが、同家の世代交代の進展 と徳島藩水軍の組織化によって、両家は水軍組織のラインか ら阻
害 されてしまう。江戸中期には復権を図るべ く森両家は藩当局に訴えるのである。結果として、
森両家は享保15年(1730)に 職権の根拠 となる藩主の判物を発給 され、水軍の統括者 としての
地位を与えられたのであった。
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であった。彼のねらいは大名家の創設期に活躍 した軍功の家臣である 「感状之家」を再評価 し
ていくことであった。すなわち、森両家を取 り立てることによって 「感状之家」を頂点 とする
家臣団の秩序化を目指 したのである。また家臣団の秩序化は藩主権威の高揚に直結するもので
あり、「感状之家」を取 り立てていくことは藩主の側にとっても意味を有したのである。
「感状」は徳川将軍か ら発給 され、幕府 と徳島藩 との関係を確認する装置であったが、幕府
と藩 との関係は藩を支 えた藩士の存在を抜 きにしては成立 しえず、幕藩制的秩序は[将軍一大
























福田千鶴著 「幕藩制的秩序の形成」(山 本博文編 『新しい近世史① 国家と秩序』、株式会社新人物往
来社 、1996年)
「(治昭隠居家督譲渡之節)書 付」。「蜂須賀家文書」844
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